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はじめに
小学校の組織的な授業研究の方法は，授業の参観や協議によるもの，模擬授業を実施するもの，校
内研究として成果をまとめるものなど多様な方法があるが，授業計画を共有するツールとして学習
指導案の存在は一般的である．また，時代により教案，支援案等と呼称が異なっているものの，立
案者と他者が授業計画を共有して理解する際にも学習指導案は広く活用されている．
教員養成大学においては，一般的に教育実習や就職に備えて学習指導案の立案をさせているが，授
業経験の浅い学生に，児童の発達に応じた目標の設定や児童の実態に則した学習活動の構成を想定
させるのは難しい．さらに，学習指導案の形式は地域や学校により様々であり，教科による記述内容
にも特色があり，指導者によっても着眼点が異なっているため，有意義な指導の実現に至らないこ
とも多い．
しかし，教科内容の知識・理解，実技練習に加えて，大学生に対する小学校音楽科指導案作成の

支援は必然である．そこで，本研究では，広島女学院大学のカリキュラムに位置づけられている「初
等音楽科教育法」を受講する学生を対象に，あらかじめ題材目標を設定し，指導案を作成させた後，
教科目標との関わりに着眼し，課題と考えられる ₄つの類型から考察することで，大学生にとって
可能な小学校音楽科指導案作成の要点を見出し，今後の初等音楽科教育法の進め方の指針を得るこ
ととした．

「初等音楽科教育法」における学習指導案作成に関する研究
森　保　尚　美*

（₂₀₁₅年 ₂ 月 ₆ 日 受理）

How to Make a Teaching Plan for Students of Elementary Music Class

Naomi MORIYASU*

＂Teaching plan＂ is utilized widely as a sharing tool to understand student＇s aim and ideas in Japan．
Teaching plans not only various formats，but also differ according to each subject and each teacher＇s 
viewpoint and experience.

The aim of this study is to identify the point to support of ＂how to make the teaching plan＂ targeted 
for the music teaching methodology class.

I divided the teaching plans based on students＇ feedback，and divided them into several categories 
depending on the relationship between a target and the student＇s description. Based on the results, I 
observed some points for improvement in teaching plan to enhance students＇ learning.

Keywords: the teaching plan　指導案，elementary music class　初等音楽科教育法 
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1 ．問題の所在
国立教育政策研究所が国内の小中高等学校を対象に，授業研究に関する調査を実施し，まとめた

『教員の質の向上に関する調査研究報告書』（₂₀₁₁）によると，授業研究を年 ₁回以上実施している
小学校は₉₈.₇％であり，小学校から高等学校までの校種では，小学校の授業研究の頻度が最も高い
ことが記載されている．同報告書においては，学校の状況に関する₁₁設問のなかで，①教員間のコ
ミュニケーション②授業の水準③地域平均に比較した児童生徒の学力④全国平均に比較した児童生
徒の学力，の ₄設問を，学校の質の高さを示す指標として取り上げ，それぞれと有意に連関する校
内研究の取り組みを分析した．報告書によると，小学校において，学校の質の高さを示す指標と統
計的に優位な連関が見られる活動は，指導案の検討過程で校長や指導主事の指導を受けることや研
究紀要を刊行することなど，内容面を高めるための活動であった．また，この調査結果を追加分析
した千々布の著書によると，学校の授業水準を高めるために有効な取り組みとして，大学研究者や
他行の校長等を講師として招聘すること，指導案の検討段階では指導主事や校長に相談すること，事
後協議会では授業記録を使用すること等が記されている（千々布，₂₀₁₄）．これらの報告からは，学
習指導案を媒介にして，知識や経験のある他者と検討する活動が，個人の授業水準を高め，学校の
質を高める要因の ₁つになっていることがわかる．
しかし，学習指導案の形式は地域や学校により様々であるだけでなく，教科による記述内容にも
特色があり，指導者によっても着眼点が異なっていることから，学生への支援が漠然としたものに
なりやすい．
前述したように，学習指導案は，児童に学習内容を理解・体得させたり，授業研究や授業研究に
用いて指導者の力量を高めたりする機能の他にも，教育実習の指導担当教諭と授業構想を検討した
り，授業研究で授業構想を検討したりする機能をもつことから，作成者以外の他者からみて，授業
の内容やねらい，方法がわかることが肝要である．つまり，指導案とは， ₁つの授業の意図を項目
ごとに多面的に捉えたものであり，他者から見て指導者の意図や文脈が想定できることが大切であ
ると考える．従って，児童の実態や指導案の形式が異なっていてもとりわけ重要なのは，指導構想
の一貫性をもたせる力を身に付けさせる支援である．
また，児童の実態に照らした計画内容の適切性や，準備を含むきめ細やかな手だてに関しては，実
習先での追究がより有意義であるという予測からは，大学における指導で，学生が設定した目標と
題材の目標や学習活動の整合性，学習活動と指導者の働きかけの対応性が構築できるようにするこ
とが，より効率的であるとも言い替えることができるであろう．

2 ．研究の目的
本研究は，大学における小学校音楽科学習指導案作成の要点を見出し，今後の初等音楽科教育法
の進め方の指針を得ることを目的としている．

3 ．研究の方法
まず，音楽科学習指導案の歴史をふまえ，今日記述すべき内容及び表現技術について考察する．ま
た，₂₀₁₄年度の「初等音楽科教育法」を受講した ₃年生₅₁名が作成した指導案を，題材目標との整
合性からみて， ₄段階のルーブリック評価で評価する．また，学習活動欄の記述について，共通事
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項との関連や指導者の働きかけとの対応について評価し，考察する．
西岡（₂₀₀₃）によると，ルーブリックとは，パフォーマンスに基づく評価において用いられる採
点指針のことであり，学生の記述がどの程度出来ているかを数段階に分けて採点するための基準を
典型的かつ具体的に示すものである．ルーブリック評価は個人の多様なパフォーマンスや，捉えに
くいとされている思考力や洞察力などを評価したりすることにふさわしい評価方法であり，個人内
評価と目標に準拠した評価を統合する方法の ₁つである．
佐伯（₁₉₉₅）が記しているように，教育の目標はもともと「どこまでわかる（できる）ようになっ
てもらいたいか」という開かれた行動の兆候であり，特定の行為や行動で定義できるものではない．
従って，基準に想定されたパフォーマンス以外の多様な価値ある構想が表出されるのが常である．
特に，芸術科目では拡散的思考を認め，後に変奏や作曲につながる創造性をひきだす表現活動と

表 1　題材目標との整合性（ルーブリック ₁）

基準 題材計画欄 本時の目標欄 学習活動欄

₄ 第 ₁ 時から第 ₃ 時までのス
テップに音楽の要素を軸とし
たつながりがある．

例）
・リズム遊び→情景にあう楽
器選び→リズムを意識した歌
と楽器のアンサンブル

題材目標の言葉を使うなどし
て，本時の目標が題材目標の
一部となっていることがわか
り，身に着けさせたい力が明
確である．
例）
茶摘みの特徴を感じ取り，合
いの手リズムを工夫して表現
しよう

題材目標と本時の目標を受け
た活動内容が記載されている．

例）
範唱 CDの合いの手にあわせ
て手拍子をうつ

₃ 活動としてのつながりは意識
しているが，音楽の要素を軸
としていない．

例）
・情景を絵にする→情景を思
い浮かべて歌う→情景を想像
しながら合奏する．

題材目標と関連しているが，
身に着けさせたい力がわから
ない．

例）
・情景を想像しながら歌おう．

題材目標との関連はみられる
が本時の目標に対応した学習
活動の記載が少ない．

例）
曲想を感じながらグループで
工夫する．

₂ つながりが部分的である．

例）
・歌の感じをからだ表現する
→歌にあわせて合奏する→グ
ループで発表する．

題材目標との関連が不明確で
ある．
例）
・オリジナル茶つみをつくっ
て楽しもう．

何のための学習活動かが不明
である．
例）
・各グループで練習をする．

₁ つながりを意識した記述が見
られない．

例）
・歌って表現する→からだで
表現する→楽器で表現する．

₁時間の目標になっていない．

例）
・いろんな「茶つみ」を感じ
よう．

目標に関連する学習活動の記
載がない．

例）
よかったところと悪かったと
ころを伝える．
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して，目標到達までのプロセスを設定する教育工学的アプローチが適合しない場面もある．しかし，
本稿では，初等音楽科教育法の講義で身に付けさせることのできる音楽科学習指導案作成のための
要点を見出すことを目的としているため，今日的な評価観をふまえて，国立教育政策研究所の『評
価規準の作成のための参考資料』より想定した学年の評価規準をあらかじめ設定して記述させるこ
ととした．

4 ．音楽科学習指導案の歴史
学習指導案は，明治から今日に至るまで，学力観や教育観に伴う学習指導法の影響を大きく受け
ている．
先行研究によると，我が国の教師による授業研究は，制度的な学校と教職の成立期である明治初
年に外観が整い，学習過程の記述が変更された明治後期に原型が完成したと記されている．

表 2　学習活動と指導者の働きかけおよび共通事項との関連（ルーブリック ₂）

基準 指導者の働きかけとの関連 共通事項との関連

₄ 各活動に具体的記述がある．

例）
どうしてその楽器を選んだのか，情景にかかわ
らせて理由を言うように働きかける．
※すべての活動に具体的記述あり

共通事項もしくは音楽的要素から単語を使って
記載している．

例）
「茶つみ」の合いの手のリズムを聴き取って手
拍子をする．

₃ 目標に関連した主要な活動に具体的な記述があ
る．

例）
「茶つみ」の DVDを視聴し，合いの手や出だ
しのリズムの面白さに気付かせる．

共通事項を意識しているが，共通事項もしくは
音楽的要素と考えられる単語がみられない．

例）
情景にあう身体表現をする．

₂ 目標に関連した主要な活動に記述があるが具体
的な手立てが記述されていない．

例）
「茶つみ」にあうようなリズムをグループで考
えさせる．

すべての学習活動について，共通事項との関連
が不明確である．

例）
曲にあわせて，楽器を使って演奏する．

₁ 目標に関連した主要な活動への記述がみられな
い．

例）
₁グループから順番に発表する

共通事項との関連がない．

例）
楽器を使ったグループは片付け，各自ワーク
シートに感想を書く．
※すべての活動が手続きについて記載されてい
る．
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明治前期に作成されていた学習指導案はペスタロッチ主義教育理論による学習指導法を明記する
ために「目的」「大意」「題目」「方法」の ₄項目で構成されており，「方法」の記述が，教師の問い
と生徒の答えによる問答形式で表わされていることに特徴があった．
明治₂₀年代後半になると，ヘルバルト主義教育理論が主流となり，項目に大きな変化は見られな
いが「方法」の学習過程が予備・教授・練習などの段階として記されるようになった．そして戦後
は，教授行為と学習活動が対応して書かれるようになり，学習過程の記述に矩形が用いられるよう
になった．
昭和₂₀年代には生活経験的な「単元学習」に基づく学習指導案が多く作成されたが，昭和₃₀年代
には複数楽曲によるまとまりをもった題材（テーマ）が設定され，学問的な系統性を意識するとと
もに基礎的な学力が重視された．この考え方を出発点として昭和₅₂年に「主題による題材構成」と
いう考え方が確立し，現在も音楽科と図画工作科の指導案で用いられている．この改訂に伴う指導
要録の見直しでは，集団に準拠して評価する評定を実施しつつ，併せて目標に準拠して観点別学習
状況の評価を実施することが明確にされた．
平成元年は音楽に対する感性の育成が強調され，児童中心の創造的な音楽学習の内容が導入され
るとともに，各教科の学びの記録においては目標に準拠して実施する観点別学習状況の評価を基本
としつつ，集団に準拠する評定という表現に変わり，目標に準拠した観点別評価への強調が見られ
る．この頃，学習指導案の指導者の働きかけにおける表記においては「支援」という言葉が多用さ
れた．しかし，その後，観点別評価の考えが確立し，支援という言葉を誤解し，指導内容が指導さ
れていない状況があるといった指摘に応じて「指導」という記述が多くみられるようになった．
平成₁₄年には国立教育政策研究所教育課程研究センターが発行した「評価規準の作成，評価方法
の工夫改善のための参考資料」に，評価規準の具体例が示された．しかし当時の学校での活用頻度
が低かったこともあり［注］，より簡素で効率的な学習評価が実施できるよう検討した結果，平成₂₂
年には「評価規準の作成のための参考資料」が示され，平成₂₀年に改訂された学習指導要領の趣旨
を反映していることもあり，指導案作成のガイドブックとして使用されるようになった．
これらの経緯から，現在の学習指導案では評価規準だけでなく，到達段階を示す評価基準を記載
する指導案もみられるようになっている．さらに，音楽科と図画工作科は，平成₂₀年度以降，音楽
の要素などをまとめた［共通事項］が記載されている指導案もみられるようになった．

5 ．初等音楽科教育法のシラバス（2014年度）
図 ₁はシラバスの概要である．₁₅回の授業において，第 ₁回～第 ₃回までに音楽科教育の公的資
料と概観を講義し，第 ₄回～第₁₁回までに表現と鑑賞の ₂領域と，歌唱・器楽・音楽づくり・鑑賞
の ₄分野について音楽活動の模擬経験から教育方法を解説した．これらをふまえ，第₁₂回～第₁₅回
では，新設された共通事項の説明と指導案の作成及び評価に関する講義を行った．

（授業の目的）
　小学校音楽科教育の目標および内容を理解し，それに必要となる基礎的な知識，また音楽科の授業を
展開する上で必要となる指導力を身につけることを目的とする．
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（授業計画）
第 ₁回
　小学校音楽科教育の概要を知る．
　小学校で取り扱われる楽曲に親しむ．
　教科教育としての「音楽科」について理解する．
　保育内容で取り扱われる「表現」との違いについて理解する．

第 ₂回
　学習指導要領と学習指導要領の解説の概要を知る．
　現行の学習指導要領の基本的な考え方について知る．
　教育基本法や学校教育法について知る．
　音楽科学習指導要領の変遷について知る．

第 ₃回
　小学校音楽科の目標
　年齢に応じた，音楽的発達について理解する．
　各学年の目標について理解する．
　低学年・中学年・高学年での音楽活動を体験する．

第 ₄回
　指導内容「表現」―歌唱について①歌唱の意義と留意点
　歌唱能力を身に付ける音楽活動を経験する．
　ペアやグループで表現し，互いに評価しあう．
　学校における歌唱活動の意義と留意点について考える．

第 ₅回
　指導内容「表現」―歌唱について②歌唱教材
　共通教材や部分合唱を用いた授業の進め方を知る．
　共通教材設定の意図と合唱指導について経験する．
　ペアやグループで表現し，互いに評価する．

第 ₆回
　指導内容「表現」―器楽について①器楽の意義と留意点
　小学校で取り扱う楽器について知る．
　歌とオルガンによるアンサンブルを経験する．
　ペアやグループで表現し，互いに評価する．

第 ₇回
　指導内容「表現」―器楽について②器楽教材
　器楽教材を用いた授業の進め方を知る．
　打楽器によるアンサンブルを経験する．
　けんばんハーモニカ及びリコーダーを用いた表現活動について理解する．

第 ₈回
　指導内容「表現」―音楽づくりについて①音楽づくりの意義と留意点
　音楽づくりの意義について知る．
　リコーダーでおはやしを創る授業の進め方について知る．
　オルガンによる旋律づくりを経験する．

第 ₉回
　指導内容「表現」―音楽づくりについて②音楽づくりのアイデア
　音楽づくりの指導案を読み，音楽づくりの手立てを知る．
　声のアンサンブルをつくって発表する．
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第₁₀回
　指導内容「鑑賞」について①鑑賞の意義と留意点
　授業における鑑賞活動の意義について知る．
　鑑賞の授業の進め方について知る．
　鑑賞教材の授業を経験する．

第₁₁回
　指導内容「鑑賞」について②鑑賞教材
　鑑賞の指導案を読み，鑑賞授業の手立てを知る．
　鑑賞の授業のアイデアを考える．
　楽曲の特徴となる要素を感じ取る手法について経験する．

第₁₂回
　共通事項について
　共通事項が設定された意義を知る．
　共通事項が各領域でどのように扱われているかを知る．
　音楽活動と共通事項との関連について経験する．

第₁₃回
　学習指導計画，学習指導案を読む．
　学習指導案の立案の意義について知る．
　学習指導案の記載内容と記述方法について知る．

第₁₄回
　評価について
　評価の種類について知る．
　指導と評価の一体化について知る．
　評価方法について知る．

第₁₅回
　音楽科学習指導案を立案する．

図 1　₂₀₁₄年度初等音楽科教育法シラバス

6 ．音楽科学習指導案の作成
₁ ）実施年月 ₂₀₁₅年 ₁ 月
₂ ）対象 広島女学院大学 ₃年生₅₁名
₃ ）記述時間 ₄₅分
₄ ）課題

曲想や音楽を特徴づけている要素を感じ取って，工夫して表現できるようにすることをねらって，第 ₃
学年を対象に音楽科授業を行うこととします．教材「茶つみ」を取り扱って，題材計画及び本時の目標
と展開を作成しましょう．

学生に提示する課題にあたっては，共通歌唱教材のうち，学生が児童になって手遊び及び歌唱発
表経験のある『茶つみ』を教材に用いた．また，あらかじめ題材の評価規準を提示することで，題
材計画と本時の目標及び ₁時間の指導過程の一貫性を見ることができるようにした．
₅）評価規準
提示した規準は，①音楽の曲想を感じ取って，歌やからだを使った表現をしようとしている．（音
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楽への関心・意欲・態度）②音楽を形づくっている要素を感じ取り，そのよさや面白さを感じ取り
ながら，どのように歌うかについて自分の考えをもっている．（音楽表現の創意工夫）である．題材
の展開，本時の目標，本時の展開以外は記入済みである（図 ₂）．

図 2　学生が使用した指導案シート

7 ．結果
題材の目標との関連について，基準ごとの人数の分布結果が表 ₃である．また，基準を ₁段階ご
とに₂₅点として換算した結果が図 ₄である．
題材目標と題材計画，及び本時の目標について基準 ₃が最高値であるが，学習活動との関連につ
いては基準 ₂の方が ₄名多い．そして，題材計画，本時，学習活動と児童に直接関わって具体化さ
れていく構想に従って，評価が下がっている．
題材の目標は，「曲想や音楽を特徴づけている要素を感じ取って，工夫して表現できる」としたた
め，学習活動のなかに，どんな特徴を感じ取るためにどのような活動を設定しているか他者に理解
できることが必要である．
しかし，題材目標と学習活動との関連における，基準 ₂の記述例には「自由に工夫して楽しむ．」

「楽しみながら身振りを工夫する．」という記述例が多く見られた．基準 ₃には，「茶つみの合いの手
をよく聞いて手合せをする．」というように，題材の目標とは関連しているが，本時の目標「情景を
想像して歌おう」との関連がない例が見られた．基準 ₄は，「思い浮かべた情景を一人ずつ小さな紙
に描いて説明し合う．」「はずんだリズムに合うからだの表現を考える．」といった記述例があった．
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また，本時の目標構想までは題材の目標との関連があったにも関わらず，学習活動の記述におい
て，基準が下がった人数は₁₃名であった．学習活動と題材目標との関連について，基準 ₂の学生が
約半数を占めていることやばらつきの大きいことも含めて，学習活動の記述を支援することが要点
の ₁つであることがわかった．
学習活動と指導者の働きかけの対応記述については，表 ₅にみられるように，基準 ₃と基準 ₄を
あわせた学生の数が₈₂.₃％であり概ね良好な結果となった．しかし，学習活動の構想に共通事項と
の関連が見られるものは₆₂.₇％にとどまっている．
図 ₂は，学生が使用した指導案シートである．右欄の共通事項については，評価の観点（関心・
意欲・態度，技能などの ₄観点）や分野（歌唱・器楽・音楽づくり）と混同して記述しているもの
が₂₉.₄％あった他，空欄となっているものが₁₀.₁％みられた．

表 3　題材目標との関連

基準 題材計画
（人数）

本時の目標
（人数）

学習活動
（人数）

₁  ₀  ₀  ₀
₂  ₄ ₁₁ ₂₄
₃ ₃₅ ₃₃ ₂₀
₄ ₁₂  ₇  ₇

合計 ₅₁ ₅₁ ₅₁

表 4　題材目標との関連
（換算得点による集計）

点数 題材計画 本時の目標 学習活動

換算合計得点 ₄₀₂₅ ₃₇₂₅ ₃₄₀₀
平均点 ₇₈.₉ ₇₃ ₆₆.₇
標準偏差 ₁₃.₄ ₁₄.₇ ₁₇.₆

表 5　学習活動との対応

基準 学習活動と指導者
の働きかけ（人数）

学習活動と共通
事項（人数）

₁  ₀  ₁
₂  ₉ ₁₈
₃ ₂₈ ₂₅
₄ ₁₄  ₇

合計 ₅₁ ₅₁

8 ．考察
（ 1）傾向

題材の目標との関連について，題材計画を立案し記載する際には目標を意識していることが伺え
るが，楽曲のもつ特徴を焦点化して意識することができず．本時の目標についても，活動自体が目
的化した表現になっている傾向が見受けられた．特に学習活動については，目標との整合性がなく
なる記述が増加しており，書いているうちに活動の順序性にとらわれたり，学生自身が経験した活
動にとらわれたりしているのではないかと考察する．この傾向を改善するためには，授業で学生に
経験させる音楽活動においても，音楽的要素を意識させて進行することや，学生が指導計画を記述
した後に，目標との一貫性を各自で見直すよう示唆することが必要ではないかと考える．
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共通事項については，基準 ₂の割合が ₃割以上であり理解が十分とは言えない．音楽科と図画工
作科にしか見られない概念であることを踏まえると，言葉自体も定着しにくく，他教科と識別がで
きるような働きかけが必要であったと考える．また，記述欄の記載がない学生の理由は不明である
が，共通事項の意味がわからなかったという理由や，重要性を感じていなかった理由等が考えられ
る．題材の目標と学習活動が関連している学生は，共通事項と学習活動との関連も見られることか
ら，題材の目標で中心となる音楽的要素を意識させるようにすることで， ₃項目の一貫性が成立す
る可能性がある．指導者の働きかけと学習活動との対応は，フォーマット上，左右対称に書くよう
な工夫があるため，全体得点が高かったが，指導者が何のためにどのように働きかけを行うかとい
うことを，他者にわかるように示していくようにすることが必要である．
（ 2）課題

初等音楽科教育法では講義と実技体験を行って双方の意味をつなげるよう進行してきたが，実技
で行動したことの記憶が強く残り，日常語以外の教育用語の意味の定着が不十分であることがわかっ
た．また， ₈～ ₉歳の発達状況と幼児の発達状況を混合して記載し，目標に向かった記述にならな
い指導案も見られた．保幼小の接続は，今日的な社会課題であるが，学習指導案だけを観察しても，
著しい違いがある．その違いを理解しながら，連続した子どもの成長をふまえて学習活動を構成し，
働きかけを変化させていく必要があると考える．今後の授業進行に際しては，小学生の発達に応じ
た働きかけの具体例を示したり，保育所・幼稚園と小学校の環境の変化や学習課程の違いについて，
比較したりしながら講義していく必要があることが明らかになった．

9 ．おわりに
本研究では留意点を焦点化することを目的とし，本稿では学生が設定した目標と教科目標や学習
内容の整合性，目標と指導者の働きかけの対応の記述表現ができるようにするための要点について
考察した．今後の研究にあたっては，指導案の記述と学生の部分実習の成果を照らし合わせるなど
して，実践力と言葉のつながりを深めていく必要がある．

注
文部科学省は平成₁₅年に教師と保護者に対し，意識調査を実施しており，観点別評価の収集・分析
に負担を感じる教師が約₄₀％にのぼっていた．
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